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■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

年
金
相
談
所
を
開
設

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
に

関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
関
す
る

こ
と
お
よ
び
、
年
金
請
求
手
続
き
や

加
入
記
録
の
確
認
な
ら
び
に
、
そ
の

ほ
か
年
金
制
度
に
関
す
る
こ
と
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

時
間
は
、
一
人
　
分
で
す
。

30

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

10

30

10

3
時
　
分
。

15

■場 
印
旛
支
所
1
階
相
談
室
（
美
瀬
）。

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に
左
記
ま
で

10

14

（
先
着
順
）。

※
申
し
込
み
の
際
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

ら
い
ず
れ
の
給
付
を
受
け
ず
に
出
国

し
た
場
合
、
2
年
以
内
に
請
求
す
る

こ
と
に
よ
り
、
納
付
月
数
に
応
じ
た

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
9
・
2
9
9
）。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

前
納
が
お
得

　
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前
払

い
す
る
と
割
引
が
あ
る
「
前
納
」
と

い
う
制
度
が
あ
り
、
口
座
振
替
、
納

付
書
（
現
金
）
納
付
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
が
あ
り
ま
す
。

煙
2
年
前
納
…
口
座
振
替
の
み
可
能
。

煙
1
年
前
納
お
よ
び
6
カ
月
前
納
…

口
座
振
替
、
納
付
書
納
付
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
可
能
。

※
口
座
振
替
の
場
合
、
割
引
額
が
多

く
お
得
で
す
。

【
納
付
例
】
納
付
書
納
付
の
場
合
、

　
月
分
か
ら
翌
年
3
月
分
ま
で
（
6

10カ
月
分
）
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
場

合
、
前
納
す
る
と
9
0
街
7
6
0
円

で
毎
月
納
め
て
い
た
だ
く
よ
り
も

7
4
0
円
お
得
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
期
限
は
　
月
　
日

10

31

画
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、

納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利

で
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

　
た
だ
し
、
修
学
の
た
め
に
市
外
へ

転
出
し
た
場
合
は
、
特
例
と
し
て
当

市
の
国
保
資
格
が
継
続
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
修
学
終
了
時
に
は
、
特
例

の
非
該
当
者
と
な
る
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
前
住
所
地
で
国
保
に
加
入

し
た
人
が
当
市
へ
転
入
し
た
場
合
、

前
住
所
地
の
国
保
資
格
を
喪
失
し
、

当
市
の
国
保
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
6
～
2
8
7
）。

国
民
年
金
の
独
自
の
給
付

　
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の

ほ
か
に
次
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

【
付
加
年
金
】

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
4
0
0
円

の
付
加
保
険
料
を
合
わ
せ
て
納
め
る

こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

　
付
加
年
金
額
は
、
2
0
0
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
で
算
出
さ
れ
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
は
、
申
し
出
の
あ
っ

た
月
分
か
ら
納
め
ら
れ
ま
す
が
、
加

入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
支
払

い
を
し
て
い
る
第
1
号
被
保
険
者
ま

た
は
、
任
意
加
入
し
て
い
る
人
で
、

学
生
納
付
特
例
や
免
除
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
人
は
付
加
年
金
に
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
の

登
録
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
市
で
は
、
す
べ
て
の
世
帯
の
中
学

3
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
医
療
に

要
す
る
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を

助
成
す
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前

に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
出
生
や
転
入
な
ど
の
事
由
が
発
生

し
て
か
ら
、
一
カ
月
以
内
に
申
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
受
給
資
格
が
発
生
し
ま
す
。

　
理
由
な
く
申
請
が
遅
れ
た
場
合
、

申
請
日
以
降
の
資
格
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
・
2
4
5
）。

【
寡
婦
年
金
】

　
加
入
期
間
が
第
1
号
被
保
険
者
期

間
の
み
で
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
　
年
（
3

25

0
0
月
）
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
夫
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
妻
（
婚
姻
期
間
が
　
年
以
上
）

10

に
、
夫
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
老

齢
基
礎
年
金
額
（
付
加
年
金
は
除

く
）
の
4
分
の
3
の
額
を
、　
歳
～

60

　
歳
の
間
に
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

65　
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
老
齢
基

礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
た
場
合
は
、
寡
婦
年
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

【
死
亡
一
時
金
】

　
第
1
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
被

保
険
者
を
含
む
）
と
し
て
国
民
年
金

保
険
料
を
3
年
（
　
月
）
以
上
納
め

36

た
人
が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
と
き
、
生
計
を
同
一
に
し
て

い
た
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
（
左
表
）。

※
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
は
、
一

方
し
か
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
脱
退
一
時
金
】

　
国
内
に
居
住
す
る
期
間
が
短
い
日

本
国
籍
を
有
し
な
い
外
国
人
に
支
給

す
る
制
度
で
す
。

　
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

納
付
済
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）

が
6
カ
月
以
上
あ
り
、
国
民
年
金
か

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

【
職
場
の
健
康
保
険
を
喪
失
し

た
場
合
・
加
入
し
た
場
合
】

　
会
社
を
辞
め
た
な
ど
の
理
由
で
健

康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、

本
人
と
被
扶
養
者
は
国
民
健
康
保
険

（
以
下
、
国
保
）
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
退
職
日
の
翌
日
か
ら
加

入
資
格
が
発
生
し
ま
す
の
で
、　
日
14

以
内
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
て
も
、

加
入
日
は
資
格
取
得
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
こ
の
期
間
の
保
険
税
も
納
付

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
に
新
た

に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
資
格

喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
資
格

が
な
く
な
っ
た
後
、
国
民
健
康
保
険

証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、

国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
現

在
か
か
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
そ
の

旨
を
伝
え
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
・
市
内

へ
転
入
し
た
場
合
】

　
国
保
は
、
住
所
地
で
加
入
す
る
た

め
、
国
保
加
入
者
が
市
外
へ
転
出
し

た
場
合
、
当
市
の
国
保
資
格
を
喪
失

し
、
新
し
い
住
所
地
の
国
保
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（5）平成２６年（２０１４）10月１日号

健
康

国
保
・
年
金

10月3110月31日日画画はは
国民健康保険国民健康保険税税・・

後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料
の納期の納期限限

　10月31日画は、第4期納
期限です。納め忘れのないよ

うにお願いします。

　口座振替をご利用の人は、

残高不足のないよう、ご確認

ください。

　納付が困難な場合は、その

ままにせず、下記窓口でご相

談ください。

■問 国保年金課保険税班（緯内線

281～284）、国保年金課高

齢者医療年金班（緯内線288・

299）。

胸死亡一時金額表胸
一時金の額保険料納付済み期間
120,000円36月以上180月未満
145,000円180月以上240月未満
170,000円240月以上300月未満
220,000円300月以上360月未満
270,000円360月以上420月未満
320,000円420月以上　　　　　

※付加保険料を３６月以上納付している場合は、
８,５００円が加算されます。

胸国民年金「前納」の割引・納付期限胸
納付期限割引額前納額納付開始月
10/31740円90,760円10月から
12/1500円75,750円11月から
H27.1/5300円60,700円12月から
H27.2/2150円45,600円H27.1月から
H27.3/2  50円30,450円H27.2月から

※金額は、納付書納付の場合です。
※前納を希望する人は、船橋年金事務所までご連絡ください。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
  ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

■時 
　
月
　
日
我
ま
で
。

12

31

※
年
末
は
医
療
機
関
が
休
診
と
な
る

の
で
、
早
め
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■対 
市
内
在
住
で
、
昭
和
　
年
　
月
　

24

11

30

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
お
よ
び
、　60

歳
～
　
歳
ま
で
の
心
臓
・
腎
臓
・
呼

64

吸
器
の
機
能
障
害
に
よ
り
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
を
有
す
る
人
。

※
対
象
者
に
は
、
9
月
末
に
予
診
票

を
発
送
し
ま
し
た
。

※
9
月
1
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
自
己
負
担
金
）。

※
詳
し
い
実
施
方
法
、
実
施
医
療
機

関
は
案
内
文
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

役
立
つ
！
中
高
年
の
再
就
職

　
　
　
  支
援
セ
ミ
ナ
ー
　
印
西

in

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
印
西
市
・
白
井
市
・
鎌
ケ
谷
市

が
共
催
で
、
中
高
年
を
対
象
に
、
就
職

ま
で
の
悩
み
や
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受

け
方
な
ど
「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

お
よ
び
、
就
労
相
談
は
雇
用
保
険
受
給

者
の
活
動
実
績
と
な
り
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・【
セ
ミ
ナ
ー
】
午

10

28

前
　
時
～
午
後
0
時
　
分
、【
就
労

10

30

相
談
会
】
午
後
1
時
　
分
～
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

■定 【
セ
ミ
ナ
ー
】　
人
、【
就
労
相
談
会
】

30

4
人
（
年
齢
問
わ
ず
）。

※
午
前
ま
た
は
、
午
後
の
み
の
参
加
可
。

※
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
詳
細
は
、
千
葉

県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
緯

0
4
3
―
2
4
5
―
9
4
2
0
）。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
4
・
3
5
5
）。

年
末
調
整
等
説
明
会

　
平
成
　
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か

26

た
・
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
に
つ
い
て
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

11

12

30

（
開
場
1
時
～
）。

■対 
源
泉
徴
収
義
務
者
。

■場 
市
役
所
3
階
大
会
議
室
（
大
森
）。

■問 
成
田
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門

（
緯
碓28 
5
1
5
1
・
音
声
案
内
で

「
2
」
番
「
税
務
署
」
を
選
択
・
市

民
税
課
市
民
税
班
（
緯
内
線
3
2
3

～
3
2
6
）。

働
く

税
金

印旛地区選挙関係委員研修印旛地区選挙関係委員研修会会
　
政
治
意
識
の
向
上
を
図
り
、
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

講
演
を
行
い
ま
す
。

胸
主
催
…
印
旛
郡
市
選
挙
管
理
委
員
会

連
絡
協
議
会
。

■時 
　
月
9
日
牙
・
午
後
2
時
　
分
～
4

10

30

時
。

■場 
佐
倉
市
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
佐
倉
市
井
野
7
9
4
番
地
1
）。

噛
講
師
…
高
瀬
淳
一
氏
（
名
古
屋
外
国

語
大
学
・
大
学
院
教
授
）。

■内 
「
メ
デ
ィ
ア
か
ら
み
る
選
挙
と
は
～

ネ
ッ
ト
利
用
解
禁
で
揺
れ
始
め
た
選
挙

制
度
を
考
え
る
～
」。

■申 
当
日
会
場
で
受
け
付
け
。

※
受
講
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
受
講

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■費 
無
料
。

■問 
佐
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
緯
0
4
3
―
4
8
4
―
6
1
7
9
）。

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例


